























第 3学年 1組から5組までの 5クラスでの授業であり､それぞれ学習題材の 3時間目に
あたる｡
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また､中学 3年生の中間点 となるこの時期に､ この題材を設定することにより､ 3年間
の音楽学習の成果を表 し､培 ってきた個の音楽特性を全体-生かす意味があり､卒業に向
けて集団の連帯感を深める意味も合わせていること｡















が､｢良い声で歌 う｣｢良い響 きで歌 う｣ と言 った目標を持 って歌唱に臨んでいることであ
る｡
これは､福井教諭による日頃の指導力の成せる業であり､他の中学校の生徒か ら同 じ質
問が寄せ られるとは限 らないが､ これらの質問傾向は喜ば しい限りである｡






















●高い声が上手 く出ない (義(5ト ⑦)
● ｢大地讃頒｣の最後の ｢ははなるだいちを/あー｣ となるところが､みんなうま
く歌えません (義(3)-④)
●最後の ｢たたえよ大地をああ-ツ｣の所のファ#を､出せるようになるにはどの
ような発声練習を したらいいで しょうか (義(4ト ⑧)
●低い声が音に届かず､ボリュームもなくなって しまう (義(1ト ⑭)
3.呼吸と支えの悩み
●ひと息で歌いきれないフレーズはどうすればいいか (義(2)-⑦)
●伸ばす所がきつ くて､途中で切れて しまう (義(4)-⑦)
●大きな声で長 く伸ばす方法 (義(5)-③)
●中間苦 (ラ～ ドくらい)の時､少 し音が揺れて しまって (プレる)､ きれいに出
ません､ コツはないので しょうか??? (義(2)-④)
●音を伸ばす時や同 じ音を続けて出す時にどうして も音が下がって しまうので､下
が らないようにはどうするか教えて欲 しいです (義(4)-⑪)
今回の指導目的か らは外れるが､その他にも以下の質問が寄せ られた｡
4.音感やテンポ感が原因となる悩み
●他のパー トにまどわされないで歌 う方法 (義(5)-⑤)
5.表現上の悩み




次に項 目ごとの解決方法 と､筆者の知 る発声方法とを結び付けるため､生徒の考えと実
際の歌唱か ら判断 し道筋を立てて行 く｡
今回筆者は､以下のように指導内容を考えた｡













理解 させる必要がある｡次に現在 とは違 う状態で声を出すよう促 してゆ く｡ その状態は











このことか ら､前述の ｢声に雑音が混ざる｣問題 と結び付けることができ､自然と ｢呼
吸と支え｣の問題に結び付いて行 く｡
以上の点か ら､今回の質問項 目は ｢呼吸と支え｣の問題を解決するのが早道であると筆
者は考えた｡
指導内容
ここか ら実際の指導に入 るのであるが､以前筆者が述べた ｢姿勢 と呼吸｣の指導に沿 う
ことが理想 と考え られる｡





呼吸に関 しては､生徒が自然 と行なっている ｢吸 って吐 く｣行動か ら ｢吸って溜める｣
行動-と変えて行 く｡







また､｢溜める｣ とは､空気を吸 ったままじっとすることであり､吸 った場所 と結び付
き､様々な効果を上げることが叶うと筆者は考えている｡
(∋②③を行 うことにより､｢喉が開いた状態｣｢喉が下がった状態｣が生 じる｡
そ して ｢溜める｣ ことにより､上巳を混ぜること (息を吐 くこと)｣｢地声を出すこと｣
ができなくなる｡
支えに関 しては､｢溜める｣ こととの関わりが強い｡
特に⑤を行 ことにより､腹部の周 りが拡が り､｢溜める｣ ことにより体の両脇に力が生
じ､その力が ｢支え｣ となる｡
その結果､体の中か らの圧力により､｢音程が下がる｣のを抑制 し､①②③ と合わせる
ことにより､歌唱時の喉の位置が安定 し､｢音が揺れる｣のを防 ぐことが叶う｡
また④は､①②③ と⑤の効果を併せた結果を得ることができる｡










































【表】生徒の質問事項 (原文のままである､下線 は生徒が特に質問 してきた項 目)
ソ プ ラ ノ ア ル ト テ ノ ー ル ノヾ ス
(=3年 ① 高 い音 を- リ ④ 地声 を出 さな ⑧ 旦里旦 i邑上 ⑫ 低音部で美 し
のあ る音 を出 いためには? た ら高音 が出 く響 かせ (地
したい ⑤ 声 に響 きを出 るよ うにな る 声にならずに)
② きれいに響 い すためには? のか ⑬ 尚且つ声 の強
た音 を伸 ば し ⑥ 大地讃頚での ⑨ この曲を歌 う さ .ポ リユー
たい 一番低 い音 の 時 は どのよ う ムをキープす
③ 最初 の一発 目 ラを出す には な気持 ちで歌 るテ クニ ック
を きれ いに出 どうすれば ? えばよいか につ いて (声
したい ⑦ 低 い音 なのに ⑲ 音 を取れ る人 をつぶ さない
高 い昔 に聞 こ がいない時 は ように)
1 えるには? どの よ うな練 ⑭ 低 い声が音 に
組 習 をすれば よいか (筆者註､生徒 はパ ー ト練習 も行 な っている)⑪ 歌 う時 にはどこ 見 いのか 届かず､ ボ リューム もな くなって しまう
(2) (彰 最後の ｢ア-｣⑤ 最後の部分 は ⑨ 最後の音を出 ⑫ バ ス らしい声
は､ どうした ど うい うふ う せ るよ うにな を出す ため に
ら､ きれ いに にすれば きれ るための練 習 は どうすれ ば
最後 までのば いに伸 ばせ る 方法 いいのか
せるか か ⑲ 高音になると､⑬ 声 を下 げない
② 中間音 (ラ～ ⑥ 音程が急激 に 声 がかすれ た よ うにす る方
ドくらい) の 変化す る とき りす るので､ 演
3年2 時､ 少 し音が に音がわか ら ど うすれば直 ⑭ 声が雑音 のよ
揺 れて しま つ なくなるけど､ せるか うにな るの は
て (ヅ レる)､ ど うすればい ⑪ 伸 ばす吉が き ど うすれば よ
きれ いに出 ま いか たな くな って いか
組 せん､ コツは ⑦ ひと息で歌 い しまう
ないので しょ きれないフレー
うか ??? ズはど うすれ
③ フ レーズの最 ば いいか
後 を きれ いに ⑧ 音が低 い時な
ま とめ るコツ か なか大 きさ
89
90 長崎大学教育学部紀要 教科教育 No.38(2002)
④ 高 い音 を きれいに響 かす にはど うした らの ないのはどうすればいいか
(3) (丑 おんち ようの ③ 歌 う時の集 中 ⑥ 大地 の力強 さ ⑩ どうすれば､
～｣の ところ 力 のキ ラシが を表現す るに 低音が きれ い
は､｢pocoa とて もはやい は､ どの部分 に出せるのか
pococresc.｣ のが- (少人 を工夫 した ら ⑪ どうすれば､
とな っていま 数) 良いか 低音が長 く出
すが､ どのよ ④ ｢大地讃頒｣ ⑦ 最後の高 い音 せるのか
うに歌 えば良 の最後 の ｢は が出 しに くい ⑫ 最初の昔 を大
いのですか ? はな るだいち んだけど､ ど き く出す ため
(例)｢ゆたか を ノ あー｣ うすればいい には
な｣ で もりあ とな るところ 坐
げるなど､ ど が､ みんな う ⑧ どうや つた ら
こにアクセ ン ま く歌 え ませ 歌声 の統一感
トをつ けた ら 左 がでるのか
よいのか ⑤ ｢おんち よう ⑨ 同 じ音が続 く
② 終わ りの方で､ の｣ が低 い音 ところを､ ど
｢た た え よ - で､ みんなノ う歌 えばいい
つ ちを､ はは ドをつぶ して 坐
年 な るだいちを 歌 って い るの
3組 ああ-｣ という所 の､ ｢たたえよ でff､｢は は な る｣で もffとな っていますが､その間 を どのよ うに歌 えば良 のですか?同 じ記号に続 けて書 くことは意味がる すか が気 にな るんですが-
宮下 :発声指導法研究Ⅲ :授業に於ける指導
(4) ① 低 い所か ら高 ④ 最後 の上が る ⑧ 最後の ｢たた ⑬ 低音 を出す と
い所 に急 に上 所が きちん と えよ大地 をあ きにみんなの
げ る時 に声 を 上 がれ ないの あー ツ｣ の所 声 が響 かない
きれ いに出 し で上がるには? の フ ア#を､ んで､低音 を
たいか らうま ⑤ ｢だいちだい 出せ るよ うに うま く響 かせ
く出せ る方法 ち｣ の ブ レス な るにはどの る方法 を教 え
を教 えて欲 し のやり方 よ うな発声練 て欲 しいです
い (例 :大地 ⑥ いきな り下が 習 を した らい ⑪ 音 を伸 ばす時
讃頚 の ｢たた る所が きちん いで しょうか や同 じ音 を続
えよたたえよ｣ と下がれない ⑨ 高 い音 で も叫 けて出す時 に
の シか らソに ⑦ 哩 ばす所が き ばず､ きれい どう して も音
上がる所) _1 くて､ 途中 な声 で出す に が下 が って し
② ドレ ミフアく で切れて しま は､ どのよ う ま うので､ 下
3 らいの少 し低 _71 な ことを した が らないよ う
年4 い音 が ど う して もに ごって らよいで しょ にはど うす る
うか (｢ひ と か教 えて欲 し
しま うか ら出 の こ ら｣ や いです
組 し方 を教 えて ｢は め よ た た
欲 しい えよ｣の所 な
(卦 大地讃頚で､-行 の言葉 が多い ですが､Hの音 (子音の出 し方)うま く出せ ない で､ きれに出す方法を教 えて欲 し ど)
(5) ① 高 い声 をキ レ ④ 大 きな声が出 ⑥ 音が上手 くと ⑪ 低 くて大 きい
イに出す方法 しに くいので れない 声 を出す方法
② 腹式呼吸の上 大 きな声 を出 ⑦ 高 い声が上手 を教 えて欲 し
3 手なや り方 す方法 く出ない いです
年5組 ③ 大 きな声で長 ⑤ 些 のパ - トに ⑧ 高 い声を出す ⑫ 歌 う時の表情
く伸ばす方法 まどわ され な と､ 声が大 き ⑬ 盛 り上が る場


















⑬ 一 番 最 後 の
｢あ あ -｣ と
伸 ばす所 の高
い声が出ず､
声 も伸びない
だいちを｣ の
入 るタイ ミン
グを教えて欲
しい
⑮ ｢ははなるだ
いちをああ｣
の ｢ああ｣ を
もっと力強 く
歌いたいです
